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＜ 元気が出る補助金制度について＞ 
 
1 八代市の概要 

人 口：１４万人   
面 積： 680.10 k ㎡ 
財政力指数 0.467 

２ 視察概要 
視察場所  八代市役所 
視察内容  「元気が出る補助金制度」 

        八代市では八代市中心市街地活性化基本計画の中で市街化活性対策事業

「元気が出る補助金制度」という制度を設け幅広く市民を支援している。

この事業は、新商品の開発や新技術への挑戦、販路の開拓などを市内で

とで取り組まれるひとを対して支援しているものです。 
 

農業活性化支援事業 
   水産業活性化支援事業 
   林業活性化支援対策事業 
   商業・観光活性化支援事業 

工業活性化支援事業 
 
上記の活動に要する対象経費の１/2 上限 200 万円まで 
 

18 年度補助金予算と貸出額 
産業     予算額    実行額 
農業     11000 万円  10123 万円 
林業     10000 万円   2353 万円 
水産魚    10000 万円   4000 万円 
商業観光   40000 万円  1 6854 万円 
工業     40000 万円   6496 万円 

 

〔感想・岡崎市への反映〕 
この制度は全国的に中心市街地が衰退していく中、国の制度を使いその中の一制

    度として取り入れたものであるが市民からの受けはよい。 
昨年に比べて実行額もかなり増えてきたといえる、ここ八代は井草の生産量が 
日本一であるが近年中国産に押されて売り上げは著しく減少している、中国商品 
との格差を出すために井草の良否を選別する色彩選別機の導入等にもこの制度が 
活かされている。本市においても農商工業事業者にこういった制度を取り入れ活 
用してほしい。 

 
 
 
 
 
 



 


